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物裂」として認識されていたものを整理したもの 3 であるとされている 4。
　一方、現代において名物裂の概念としてもっとも広義なものは、茶道に用いら
れた裂地であれば、必ずしも舶来品でなくとも名物裂と呼ぶ 5 というものである。





































図 2. ≪ A≫名称を記した紙札
　　（調査番号 3）










































図 4. ≪ C≫「亀吉」と記した紙札
（調査番号 54）
図 5. ≪ D≫「黒川極」と記した紙
札（調査番号 84）













いであろう。なお、1匁は 3.75g、1 分はその 10 分の 1の 0.375g である。
　2枚の紙札に掛目が書き込まれている資料を、掛目の値とともに表 2に示す。







　調査番号 100 では、紙札 D の値が紙札 E の値を上回っていることから、紙札
D→ Eの順序で付けられたと考えられる。
　最後に、紙札Cと紙札 Eの関係であるが、該当する 4資料のうち、紙札Cの値
が紙札 E を上回っている資料が 2 点（調査番号 18、139）、紙札 E の値が紙札 C
を上回っている資料が 2点（調査番号 99、113）あり、両者の関係性は明らかで
はない。
















掛目からの検討：B→ E／A→ C／A→D／D→ E
加筆情報からの検討：D→ C



































ると、緞子 3 点・風通 1 点・繻子 1 点・金襴 1 点・絽金 1 点・金入 1 点である。
次に同じく「並」と記した紙札Dを伴う紙札Cを見てみると、金襴 3点・シチン（繻






























かが示されている。極上代が 700 ～ 300 年前、上代が 500 ～ 200 年前、時代が





























































































-	Study	of	 the	work	 "	various	kinds	 of	Meibutsu-gire 	 textiles	 "：The	paper	 tags	be	attached	 to	
“fragments”
MARUZUKA	Kanako
Abstract:
This	study	groups	the	paper	tags	attached	to	142	fragments	of	Meibutsu-gire	textiles	in	the	collection	of	the	Institution’s	museum	into	five	categories	
based	on	their	quality	of	paper,	content,	and	calligraphy,	sorts	them,	and	considers	the	timing	and	intentions	of	attaching	the	tags.
It	finds	that	the	main	content	of	the	paper	tags	describes	the	fragments’	(i)	patterns,	(ii)	types	of	cloth,	(iii)	periods,	(iv)	ranks,	(v)	reference	numbers,	
and	(vi)	weights,	and	determines	that	each	of	the	tags	was	affixed	during	the	period	from	the	Meiji	Era	(1868–1912)	through	the	Taisho	Era	(1912–1926).
It	 is	observed	that	the	paper	tags	served	in	storage-related	functions,	such	as	inventory	management	and	recording	of	use,	 in	the	times	in	which	
these	fragments	still	had	considerable	value	for	practical	use,	and	that	after	the	fragments	had	become	subjects	of	appreciation	as	cultural	assets	the	tags	
came	to	serve	as	notes	for	their	preservation	and	study.
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